
●私たちが飲んでいる水の水源は、岩屋ダム（下呂市）

で、飛騨川の白川取水口（加茂郡白川町）と木曽川の川

合取水口で、それぞれ取水されます。白川町で取水され

た水は、山之上浄水場（美濃加茂市）で浄水され、可児

市に送られます。川合で取水された水は、川合浄水場で

浄水されます。その年によって違いますが、市全体の供

給量のうち、山之上浄水場と川合浄水場でほぼ半分ずつ

の量を受水しています。

２カ所の浄水場で浄水された水は、市内４カ所の配水

場に蓄えられます。可児市は、なだらかな丘陵地に多く

の団地が点在しています。そのため、水は市内各地にあ

る配水池に送られます。高い場所にある配水池へはポン

プによりくみ上げられています。

●水道は、誰もが毎日使用し、直接人の健康と衛生にか

かわってきます。そのため、安全性が最も重要です。そ

の安全性については、水道法により厳しい検査が義務付

けられています。

下の図は、浄水場で安全な水ができ、各家庭へ届けら

れる過程です。山之上浄水場および川合浄水場では、水

道法に基づき水の濁りや色、臭い、味、細菌など50項目

の検査を行い、水質を監視しています。この検査をクリ

水 が 家 庭 に 届 く ま で

可児市水道事業の現状と課題 資料 3－1

※送水管：各配水池に水道水を送る管のことをいいます。

※配水管：各家庭に水道水を送り届ける管のことをいいます。

の検査を行い、水質を監視しています。この検査をクリ

アした安全な水が、私たちに届けられます。

送水管
配水管

配水管
送水管

配水池

配水池

水を貯めておき、使われる量に

応じて給水します。

配水場

団地など

標高の高いところへ

岐阜県

家庭や工場へ

ポンプ場

水を貯めておき、

使われる量に応じて

配水池に水を送ります。

各家庭にも水を送ります。

標高が高い所にある配水池へ

加圧して送水します。
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水道水１㎥を届けるための費用 205円

水道水１㎥で得られる収益 185円

205.49円

給水原価
水道水1m3当たりについて、

どれだけの費用がかかって

いるかを表すもので、1m3の

水を市民の皆様に届けるのに

いくらかかるかを示す指標です。

185.07円

供給単価
水道水1m3当たりについて、

どれだけ収益を得ているか

を表すもので、1m3あたりの

水の平均的な水道料金を見る

指標です。

※平成24年度決算値。ただし、同規模団体平均は平成23年度値。

差額 △20.42円

水道料金収入以外

の収入
8.07円

同規模団体平均

166.38円
同規模団体平均

166.65円差額 0.27円

このように、水道料金は、安全に、安定して水を供給するために必要な経費で構成さ

れています。

「給水原価」が「供給単価」を上回っている場合は、給水にかかる費用を賄うのに、

水道料金収入以外の収入が必要な状況にあるといえます。１m3の水を給水するのにかか

る費用と１m3当たりの水道料金の単価を比較することにより、原価回収ができているか

どうかを把握できます。

１㎥とは？
◆水道使用量の単位「㎥」とは、「立方メートル」「立米（りゅうべい）」と読みます。

◆「㎥ 」は100cm×100cm×100cmの容積ですから、「ℓ」に換算すると1000ℓということになります。

１㎥（立米） ＝ 1000ℓ ⇒ 500mlのペットボトル×2000本

⇒ 風呂の浴槽おおよそ180～200ℓ×約５日

2.67円

9.68円
一般会計からの

高料金対策補助金

など

補助金などを充てても、なお不足す

る額については、水道の加入分担金

等で得た収入で補てんしています。

上のグラフは、給水原価の構成図です。

最も多いのが水を買う費用で、55.3％を占めています。

次に多いのが、施設などの償却費で29.3％です。これは、

市内には団地が点在しており、配水池やポンプ場などの施

設が多いためです。
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「可児市の水道料金は、なぜ高いの？」という質問がよく寄せられます。それには、次

のような理由があります。

① 水は県から購入
市の人口は昭和40年代からの宅地開発などにより急増し、それに伴い給水人口も増加してきました。

また、１人当たりの水道使用量も増えてきました。

このため、従来から市が持っていた水利権だけでは増加する水道の需要を賄いきれなくなりました。

そこで、将来にわたり安定的に水道水を供給するため、平成３年から水利権を県に移管し、全量を県か

ら購入しています。

② コストがかかっている県の水
県は、岩屋ダムの建設などに膨大な負担をし、水利権を取得して、水を確保しています。その償還金

や、浄水施設などの維持管理費、安全供給をするための整備費に多くの費用がかかっています。

可 児 市 の 水 道 料 金 は 高 い ？

他の市町との比較

県から水を購入するようになってから、市民の皆さんに料金の値上げをお願いする一方で、一般会計

から高料金対策補助金を投入するなど、水道料金の近隣市町村との格差是正を図ってきました。13年度

と19年度は水道料金の引き下げをしました。

こうした中にも、事務の見直しや経費の節減など健全経営にも取り組んできましたが、近年の経済低

迷などもあり、施設の耐震化など多くの課題を抱える中で、経営環境は厳しい状況になっています。

下のグラフは、県内の市町と名古屋市、犬山市の水道料金を示したものです。

豊富な地下水を取水でき、水を購入する必要がない関市や岐阜市、古くから木曽川の

慣行水利権を持つ名古屋市などは、安い料金設定ができます。

県から水を買っている他の10市町と比べると、可児市は下から３番目です。

他の市町との比較
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水道料金の比較（一般家庭用（口径13mm）で１ヵ月当たり20㎥使用した場合）

3,339円

（1,412円）

（2,315円）（2,236円）

（円）

◆色つきの市は岐阜県から水を購入しています。

◆水道料金は各市のホームページ及び岐阜県調査資料から算出しています。

（3,968円）

H25.4.1現在

（1,630円）
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水道事業の経営状況

平成20年10月をピークに人口が減少に転じ、少子高齢化も進展しています。水道事業

においても給水人口は減少し、さらには皆様の節水意識の向上や節水機器の普及も重な

り、水需要（有収水量）は平成19年度をピークに減少、それに伴い、給水収益も減収が

続いています。

平成3年に県水受水100％とした以降は、経営が一気に厳しくなりました。3回にわたり料金を値上げし、累積赤

字も膨らんだため、一般会計から補助金を受けて経営し、累積赤字が解消となった平成13年度から2回にわたって

料金の値下げを行いました。しかし、給水人口の減少や景気低迷などの影響により、厳しい経営状況は継続してい

ます。

一般会計からの補助金

収益

費用

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

補助金

千円

損益

千円
損益計算書 経年推移一覧

Ｈ3

県水受水100％

Ｈ4

料金＋10.6%

Ｈ6

料金＋6.4%

Ｈ8

料金＋16.54%
Ｈ13

料金△6.25% Ｈ19

料金△7.0%

1

給水人口の減少とともに、給水収益も減少しています。

平成19年度に水道料金を平均７％値下げしたこともあり、平成18年度から平成24年度まで約2億5千8百万円減少

しています。リーマンショックなど景気が一気に悪化するなど外的要因も影響する中、民間活力の導入、企業債の

繰上償還など経費削減に努めるとともに、一般会計から補助金を受け経営してきました。その間、岐阜県との受水

費値下げ協議を進め、1割程度の値下げが決定されました。

1,500,000

1,600,000

1,700,000

1,800,000

1,900,000

2,000,000

2,100,000

2,200,000

90,000

92,000

94,000

96,000

98,000

100,000

102,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

給水収益

千円給水人口

人

給水人口と給水収益の推移
給水収益

給水人口

2

2,970円 3,502円 4,063円3,265円 3,728円 3,339円

H1 H4 H6 H8 H13 H19

+10.6% +6.4% +16.54% △6.25% △7.0%一般家庭の水道料金の推移

（税込）

一般家庭用(口径13mm)で

１ヵ月当たり20㎥使用の場合
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1人当たりの

年間使用水量

給水人口

84,000

86,000

88,000

90,000

92,000

94,000

96,000

98,000

100,000

102,000

104,000

100

102

104

106

108

110

112

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

給水人口と1人当たりの使用水量
人

㎥

Ｈ10

111.26㎥

Ｈ24
103.04㎥

平成10年度と

比べてみましょう

1人当たり△8.22㎥

10万人だと△8.22㎥×10万人

＝△82万2千㎥

10㎥単価110.25円で計算すると

110.25円×△82万2千㎥

＝およそ△9千1百万円

ちなみに受水費への影響は？

単価31円×△82万2千㎥

＝およそ△2千5百50万円

※受水費は基本料金の割合

が非常に高い

△8.22㎥

～ みなさんの水の使用量が減ると給水収益に

どれくらい影響するの？ ～

3
減価償却費 資産減耗費

浄水費（受水費） 配水費
営業費用の推移

※使用水量の減少は、工場や会社などの事業所、学校などの減少も含んでいます。

8割以上が

減価償却費と

浄水費(受水費）

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

浄水費（受水費） 配水費

給水費 業務費

総係費

千円

上記以外の費用

は徐々に減少

県からの水の購入費である浄水費（受水費）と水道施設の減価償却費が営業費用の8割を占めています。それ

以外の費用については、継続して経費の削減に努め、徐々に減少させてきています。

なお、水道事業会計の職員数は、平成3年度は27人で平成24年度は13人へと50％以上の削減をしています。
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償還金

企業債残高

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
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3,000,000

3,500,000

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

借入額

企業債の推移千円

起債の抑制と平成19～21年度の公的資金補償金免除繰上償還などの影響により、起債残高は大きく減少。

結果、支払利息が、ピーク（平成5年度）時の1億8,900万円程度から平成24年度には2,700万円程度まで減
少し、1億5,000万円以上の費用圧縮が図れています。

4

H18.4 H19.4 H20.4 H21.4 H22.4 H23.4 H24.4 H25.4

未納額(円) 71,777,365 58,537,819 57,292,057 52,294,404 38,614,712 28,537,741 25,919,620 22,809,449

収納率(％) 97.679 98.153 98.168 98.32 98.734 99.066 99.177 99.283

96.50
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千円
未納額と収納率の推移

収 納 率

未 納 額

5

平成18年度から窓口業務と料金徴収業務を民間企業に委託しています。

それにより職員数の削減ができたとともに、未納額の減少と収納率の向上にもつなげることができています。
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建設改良費

内部留保資金

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

千円
建設改良費と内部留保資金の推移6

◎主な建設改良費の内容◎

Ｈ3 大森ポンプ場築造工事 3億5,780万円、中央監視センター築造工事 3億8,900万円

Ｈ4 中区配水場長山送水ポンプ工事 1億830万円、工業団地ポンプ場築造工事 3億7,940万円、
藤藪配水池築造及び配水管布設工事 4億3,390万円、下水道事業に伴う各地区配水管布設替工事
（以下「下水道関連」） 5億8,700万円

収益的収支 資本的収支

企業債償還金

建設改良費

収益 費用 収入 支出

支払利息

運営経費

（受水費、人件

費、物件費等）

減価償却費・

資産減耗費

利 益

水道料金

その他

加入分担金
負担金

補助金

内部留

保資金

資本的収支

不足額補てん

Ｈ5 下水道関連 5億8,700万円、東帷子配水管布設工事 1億170万円、藤藪団地配水管布設工事 7,640万円

Ｈ9 姫治南部開発配水池増設及び配水管布設工事 3億9,140万円、下水道関連 5億4,790万円

Ｈ10 第4次桜ケ丘ハイツ開発に伴う配水管布設工事 1億1,940万円、下水道関連 4億8,370万円

Ｈ11 桜ケ丘地内配水管布設替工事 9,880万円、北姫ニュータウン配水管布設替工事 8,880万円、
鳩吹台配水池緊急遮断弁設置工事 7,130万円、下水道関連 8億3,400万円

Ｈ12 坂戸地内送配水管布設工事 9,680万円、鳩吹台地内配水管布設替工事 1億620万円、
下水道関連 5億370万円

Ｈ13 大森新田地内宅地開発に伴う配水管布設工事 9,120万円、下水道関連 3億3,280万円

Ｈ14 第2低区配水場建設工事 5億4,860万円、桜ケ丘ポンプ場電気設備更新工事 1億3,170万円、
下水道関連 7億9,420万円

内部留保資金

資本的収支の工事費などは、水

道料金で賄っていますが、水道料

金は全て収益として収益的収支に

計上し、資本的収支には計上しな

いため、収益的収支には、現金に

余剰が生じる一方で、資本的収支

には現金に不足が生じることにな

ります。

そのため、収益的収支の現金収入

から人件費や物件費などの現金支

出を除いた部分である減価償却費

（非現金支出）や単年度利益など

に相当する部分を内部留保資金と

して不足額に補填します。
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（単位：千円、税抜）

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

1.営業収益 水道ビジョン 2,142,154 2,138,124 2,157,782 2,178,771 2,191,518 2,203,773

実 績 2,142,154 2,069,734 1,999,202 2,006,071 2,000,865 1,980,793

比 較 0 △68,390 △158,580 △172,700 △190,653 △222,980

(1)給水収益 水道ビジョン 2,073,910 2,068,833 2,086,873 2,104,278 2,116,945 2,129,562

実 績 2,073,910 2,000,380 1,931,764 1,937,368 1,920,282 1,911,117

比 較 0 △68,453 △155,109 △166,910 △196,663 △218,445

(2)その他の営業収益 水道ビジョン 68,244 69,291 70,909 74,493 74,573 74,211

実 績 68,244 69,354 67,438 68,703 80,583 69,676

比 較 0 63 △3,471 △5,790 6,010 △4,535

２.営業外収益 水道ビジョン 37,378 17,146 16,203 17,155 18,251 19,692

実 績 37,378 19,129 15,473 13,993 68,052 13,572

比 較 0 1,983 △730 △3,162 49,801 △6,120

(1)受取利息及び配当金 水道ビジョン 13,904 16,646 15,703 16,655 17,751 19,192

実 績 13,904 17,049 14,556 13,114 12,334 9,660

比 較 0 403 △1,147 △3,541 △5,417 △9,532

(2)他会計補助金 水道ビジョン 20,000 0 0 0 0 0

実 績 20,000 0 0 0 50,000 0

比 較 0 0 0 0 50,000 0

(3)雑収益 水道ビジョン 3,474 500 500 500 500 500

実 績 3,474 2,080 917 879 5,718 3,912

比 較 0 1,580 417 379 5,218 3,412

３.特別利益 水道ビジョン 156,350 145,936 129,037 120,598 104,618 101,595

収 益 的 収 支

区 分

収

益

水道ビジョン（H21.3策定）の財政計画見通しと実績比較

実 績 156,350 148,739 91,815 73,312 84,356 208,817

比 較 0 2,803 △37,222 △47,286 △20,262 107,222

(1)過年度損益修正益 水道ビジョン 4,972 0 0 0 0 0

実 績 4,972 557 572 0 9 16

比 較 0 557 572 0 9 16

(2)その他特別利益 水道ビジョン 151,378 145,936 129,037 120,598 104,618 101,595

実 績 151,378 148,182 91,243 73,312 84,347 208,801

比 較 0 2,246 △37,794 △47,286 △20,271 107,206

収益合計 水道ビジョン 2,335,882 2,301,206 2,303,022 2,316,524 2,314,387 2,325,060

実 績 2,335,882 2,237,602 2,106,490 2,093,376 2,153,273 2,203,182

比 較 0 △63,604 △196,532 △223,148 △161,114 △121,878
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Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

４.営業費用 水道ビジョン 2,179,332 2,199,507 2,205,135 2,229,052 2,241,263 2,264,900

実 績 2,179,332 2,149,724 2,093,638 2,123,927 2,077,589 2,094,025

比 較 0 △49,783 △111,497 △105,125 △163,674 △170,875

(1)浄水費(受水費) 水道ビジョン 1,226,705 1,245,548 1,255,587 1,265,205 1,271,974 1,278,703

実 績 1,226,705 1,225,092 1,202,830 1,194,640 1,180,364 1,173,232

比 較 0 △20,456 △52,757 △70,565 △91,610 △105,471

(2)配水費 水道ビジョン 117,318 128,822 129,860 130,855 131,555 132,251

実 績 117,318 127,470 118,788 111,343 112,659 120,220

比 較 0 △1,352 △11,072 △19,512 △18,896 △12,031

(3)給水費 水道ビジョン 37,946 49,520 49,919 50,302 50,571 50,838

実 績 37,946 45,389 36,510 48,826 31,218 35,732

比 較 0 △4,131 △13,409 △1,476 △19,353 △15,106

(4)業務費 水道ビジョン 70,468 74,700 75,302 75,879 76,285 76,688

実 績 70,468 71,889 73,529 84,926 75,641 78,079

比 較 0 △2,811 △1,773 9,047 △644 1,391

(5)総係費 水道ビジョン 52,912 52,874 53,300 53,708 53,996 54,281

実 績 52,912 43,104 43,183 41,198 41,253 43,017

比 較 0 △9,770 △10,117 △12,510 △12,743 △11,264

(6)減価償却費 水道ビジョン 575,942 614,956 625,514 631,663 646,581 652,272

実 績 575,942 611,237 608,649 613,925 621,103 621,706

比 較 0 △3,719 △16,865 △17,738 △25,478 △30,566

(7)資産減耗費 水道ビジョン 98,041 33,087 15,652 21,440 10,302 19,866

実 績 98,041 25,543 10,149 29,069 15,351 22,039

比 較 0 △7,544 △5,503 7,629 5,049 2,173

５.営業外費用 水道ビジョン 101,471 80,973 54,897 33,857 30,737 27,470

実 績 101,471 74,295 55,394 34,169 30,737 27,902

区 分

費

用

比 較 0 △6,678 497 312 0 432

(1)支払利息 水道ビジョン 101,191 80,973 54,897 33,857 30,737 27,470

実 績 101,191 73,407 54,897 33,857 30,737 27,470

比 較 0 △7,566 0 0 0 0

(2)雑支出 水道ビジョン 280 0 0 0 0 0

実 績 280 888 497 312 0 432

比 較 0 888 497 312 0 432

６.特別損失 水道ビジョン 458 600 600 600 600 600

実 績 458 2,662 5,724 4,667 2,837 2,757

比 較 0 2,062 5,124 4,067 2,237 2,157

費用合計 水道ビジョン 2,281,261 2,281,080 2,260,632 2,263,509 2,272,600 2,292,970

実 績 2,281,261 2,226,681 2,154,756 2,162,763 2,111,163 2,124,684

比 較 0 △54,399 △105,876 △100,746 △161,437 △168,286

水道ビジョン △37,178 △61,383 △47,353 △50,281 △49,745 △61,127

実 績 △37,178 △79,990 △94,436 △117,856 △76,724 △113,232

比 較 0 △18,607 △47,083 △67,575 △26,979 △52,105

水道ビジョン △101,271 △125,210 △86,047 △66,983 △62,231 △68,905

実 績 △101,271 △135,156 △134,357 △138,032 △39,409 △127,562

比 較 0 △9,946 △48,310 △71,049 22,822 △58,657

水道ビジョン 54,621 20,126 42,390 53,015 41,787 32,090

実 績 54,621 10,921 △48,266 △69,387 42,110 78,498

比 較 0 △9,205 △90,656 △122,402 323 46,408

営業利益(損失)

経常利益(損失)

当年度純利益(純損失)
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（単位：千円、税抜）

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

１.資本的収入 水道ビジョン 169,628 44,286 17,550 18,000 14,550 15,150

実 績 169,628 36,528 28,003 16,201 10,965 16,051

比 較 0 △7,394 20,906 △6,918 △17,602 △8,392

(1)負担金 水道ビジョン 167,404 36,164 17,550 18,000 14,550 15,150

実 績 167,404 36,528 28,003 14,541 5,749 10,954

比 較 0 364 10,453 △3,459 △8,801 △4,196

①分担金 水道ビジョン 13,931 364 0 0 0 0

実 績 13,931 0 0 0 0 0

比 較 0 △364 0 0 0 0

②工事負担金 水道ビジョン 134,868 25,900 9,550 10,000 6,550 7,150

実 績 134,868 21,603 18,289 5,487 3,358 4,403

比 較 0 △4,297 8,739 △4,513 △3,192 △2,747

③他会計負担金 水道ビジョン 18,605 9,900 8,000 8,000 8,000 8,000

実 績 18,605 14,925 9,714 9,054 2,391 6,551

比 較 0 5,025 1,714 1,054 △5,609 △1,449

(2)国庫補助金 水道ビジョン 0 0 0 0 0 0

実 績 0 0 0 1,660 5,216 5,097

比 較 0 0 0 1,660 5,216 5,097

(3)固定資産売却代金 水道ビジョン 2,224 8,122 0 0 0 0

実 績 2,224 0 0 0 0 0

比 較 0 △8,122 0 0 0 0

２.資本的支出 水道ビジョン 997,612 995,838 772,699 648,172 590,313 449,019

実 績 997,612 844,914 713,464 521,439 494,571 433,208

比 較 0 △150,924 △59,235 △126,733 △95,742 △15,811

(1)建設改良費 水道ビジョン 672,896 512,191 358,321 581,501 520,521 375,961

収

入

支

区 分

資 本 的 収 支

実 績 672,896 361,267 299,086 454,768 424,779 360,150

比 較 0 △150,924 △59,235 △126,733 △95,742 △15,811

(2)償還金 水道ビジョン 324,716 483,647 414,378 66,671 69,792 73,058

実 績 324,716 483,647 414,378 66,671 69,792 73,058

比 較 0 0 0 0 0 0

水道ビジョン △827,984 △951,552 △755,149 △630,172 △575,763 △433,869

実 績 △827,984 △808,386 △685,461 △505,238 △483,606 △417,157

比 較 0 143,166 69,688 124,934 92,157 16,712

支

出

資本的収支過不足額
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4
1
,
1
9
7
,
7
4
3

4
1
,
2
5
3
,
0
2
6

4
3
,
0
1
7
,
0
4
9

(
6
)
減

価
償

却
費

5
6
4
,
1
5
0
,
5
9
1

5
8
9
,
3
4
2
,
4
2
8

5
7
5
,
9
4
2
,
0
5
0

6
1
1
,
2
3
7
,
0
1
3

6
0
8
,
6
4
9
,
5
1
8

6
1
3
,
9
2
4
,
9
3
6

6
2
1
,
1
0
2
,
6
2
5

6
2
1
,
7
0
5
,
6
3
0

(
7
)
資

産
減

耗
費

1
8
,
5
1
2
,
9
0
9

1
4
,
2
6
2
,
5
2
2

9
8
,
0
4
0
,
8
5
6

2
5
,
5
4
3
,
0
8
4

1
0
,
1
4
8
,
5
7
1

2
9
,
0
6
8
,
6
0
3

1
5
,
3
5
0
,
5
1
2

2
2
,
0
3
8
,
9
3
7

５
.
営

業
外

費
用

1
1
4
,
0
3
1
,
2
6
0

1
1
1
,
0
5
1
,
7
4
2

1
0
1
,
4
7
1
,
3
0
5

7
4
,
2
9
5
,
4
1
4

5
5
,
3
9
4
,
2
1
1

3
4
,
1
6
9
,
1
0
3

3
0
,
7
3
6
,
8
7
9

2
7
,
9
0
2
,
6
8
1

収
益

的
収

支

区
分

収 益 費 用

(
1
)
支

払
利

息
1
1
3
,
8
0
4
,
5
9
8

1
1
0
,
8
5
6
,
6
6
6

1
0
1
,
1
9
1
,
5
4
5

7
3
,
4
0
7
,
4
1
8

5
4
,
8
9
7
,
4
0
5

3
3
,
8
5
7
,
1
0
0

3
0
,
7
3
6
,
8
7
9

2
7
,
4
7
0
,
3
9
3

(
2
)
雑

支
出

2
2
6
,
6
6
2

1
9
5
,
0
7
6

2
7
9
,
7
6
0

8
8
7
,
9
9
6

4
9
6
,
8
0
6

3
1
2
,
0
0
3

4
3
2
,
2
8
8

６
.
特

別
損

失
2
0
6
,
1
9
4

9
,
4
9
6
,
9
7
0

4
5
7
,
6
0
4

2
,
6
6
2
,
2
4
1

5
,
7
2
4
,
4
5
5

4
,
6
6
6
,
7
7
0

2
,
8
3
6
,
8
4
5

2
,
7
5
6
,
5
8
2

費
用

合
計

2
,
2
0
2
,
8
4
8
,
1
2
9

2
,
2
6
0
,
0
9
6
,
8
8
8

2
,
2
8
1
,
2
6
1
,
2
7
9

2
,
2
2
6
,
6
8
1
,
0
0
5

2
,
1
5
4
,
7
5
6
,
3
8
5

2
,
1
6
2
,
7
6
2
,
5
0
8

2
,
1
1
1
,
1
6
2
,
6
6
7

2
,
1
2
4
,
6
8
4
,
6
2
5

1
1
0
,
0
2
9
,
9
1
3

9
8
,
0
3
6
,
8
7
5

△
3
7
,
1
7
8
,
4
0
6

△
7
9
,
9
8
8
,
9
9
3

△
9
4
,
4
3
5
,
6
0
8

△
1
1
7
,
8
5
6
,
2
8
9

△
7
6
,
7
2
3
,
6
5
6

△
1
1
3
,
2
3
2
,
4
8
4

2
9
,
0
6
7
,
6
4
3

1
2
,
8
4
9
,
8
6
2

△
1
0
1
,
2
7
1
,
5
9
0

△
1
3
5
,
1
5
5
,
0
8
6

△
1
3
4
,
3
5
7
,
2
6
8

△
1
3
8
,
0
3
2
,
0
0
7

△
3
9
,
4
0
9
,
4
5
5

△
1
2
7
,
5
6
2
,
4
3
2

2
8
,
8
6
2
,
3
9
4

3
,
3
5
2
,
8
9
2

5
4
,
6
2
1
,
2
3
9

1
0
,
9
2
1
,
1
9
3

△
4
8
,
2
6
6
,
1
8
6

△
6
9
,
3
8
6
,
7
7
7

4
2
,
1
1
0
,
0
3
8

7
8
,
4
9
7
,
7
2
3

2
8
,
8
6
2
,
3
9
4

3
,
3
5
2
,
8
9
2

5
4
,
6
2
1
,
2
3
9

1
0
,
9
2
1
,
1
9
3

6
7
,
1
1
1
,
4
4
5

6
7
,
1
1
1
,
4
4
5

6
7
,
1
1
1
,
4
4
5

6
7
,
1
1
1
,
4
4
5

1
8
,
8
4
5
,
2
5
9

△
5
0
,
5
4
1
,
5
1
8

△
8
,
4
3
1
,
4
8
0

7
0
,
0
6
6
,
2
4
3

（
単
位
：
円
、
税
込
）

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

１
.
資

本
的

収
入

2
7
1
,
9
8
7
,
8
0
0

2
7
6
,
2
0
4
,
9
0
0

1
7
1
,
3
7
4
,
1
4
5

3
6
,
7
1
5
,
4
4
6

2
8
,
8
7
6
,
0
5
0

1
6
,
2
3
0
,
9
0
0

1
1
,
0
7
9
,
2
0
0

1
6
,
2
2
7
,
0
0
0

(
1
)
負

担
金

2
7
1
,
9
8
7
,
8
0
0

2
7
6
,
2
0
4
,
9
0
0

1
6
9
,
1
5
0
,
3
5
0

2
8
,
5
9
2
,
9
9
6

2
8
,
8
7
6
,
0
5
0

1
4
,
5
7
0
,
9
0
0

5
,
8
6
3
,
2
0
0

1
1
,
1
3
0
,
0
0
0

(
2
)
補

助
金

1
,
6
6
0
,
0
0
0

5
,
2
1
6
,
0
0
0

5
,
0
9
7
,
0
0
0

(
3
)
固

定
資

産
売

却
代

金
2
,
2
2
3
,
7
9
5

8
,
1
2
2
,
4
5
0

２
.
資

本
的

支
出

9
0
3
,
8
1
3
,
0
9
6

9
7
2
,
5
2
6
,
5
4
3

1
,
0
2
8
,
5
2
6
,
5
0
6

8
6
1
,
7
3
1
,
1
6
6

7
2
6
,
8
5
1
,
7
6
2

5
4
1
,
2
3
4
,
3
0
8

5
0
8
,
5
1
5
,
2
8
1

4
5
2
,
8
4
8
,
2
2
5

(
1
)
建

設
改

良
費

7
5
3
,
4
8
3
,
2
3
4

8
0
3
,
7
9
3
,
4
4
5

7
0
3
,
8
1
0
,
6
4
2

3
7
8
,
0
8
3
,
9
1
1

3
1
2
,
4
7
3
,
4
7
6

4
7
4
,
5
6
2
,
9
9
6

4
3
8
,
7
2
3
,
7
4
8

3
7
9
,
7
9
0
,
2
0
6

(
2
)
償

還
金

1
5
0
,
3
2
9
,
8
6
2

1
6
8
,
7
3
3
,
0
9
8

3
2
4
,
7
1
5
,
8
6
4

4
8
3
,
6
4
7
,
2
5
5

4
1
4
,
3
7
8
,
2
8
6

6
6
,
6
7
1
,
3
1
2

6
9
,
7
9
1
,
5
3
3

7
3
,
0
5
8
,
0
1
9

△
6
3
1
,
8
2
5
,
2
9
6

△
6
9
6
,
3
2
1
,
6
4
3

△
8
5
7
,
1
5
2
,
3
6
1

△
8
2
5
,
0
1
5
,
7
2
0

△
6
9
7
,
9
7
5
,
7
1
2

△
5
2
5
,
0
0
3
,
4
0
8

△
4
9
7
,
4
3
6
,
0
8
1

△
4
3
6
,
6
2
1
,
2
2
5

経
常

利
益

(
損

失
)

当
年

度
純

利
益

(
純

損
失

)

減
債

積
立

金

処
分

後
繰

越
利

益
剰

余
金

(
欠

損
金

)

営
業

利
益

(
損

失
)

資
本

的
収

支
区

分

支 出

資
本

的
収

支
過

不
足

額

収 入
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2
3
年
度

2
3
年

度

2
4
年
度

2
3
年
度

2
2
年

度
同

規
模

平
均

全
国

平
均

％
％

％
％

％
総

資
産

の
う

ち
固

定
資

産
の

占
め

る
割

合
の

適
正

化
を

示
す

。
比

率
が

小
さ

い
ほ

ど
良

い
。

1
.
固

定
資

産
構

成
比

率
固

定
資

産
／

総
資

産
8
8
.
7

9
0
.
5

9
1
.
6

8
8
.
1

9
0
.
7

水
道

事
業

は
施

設
型

事
業

で
あ

る
た

め
、

こ
の

比
率

は
高

く
な

っ
て

い
る

。

流
動

資
産

の
減

少
に

よ
り

固
定

資
産

に
対

す
る

比
率

は
上

昇
し

て
い

る
。

固
定

負
債

＋
借

入
資

本
金

資
産

の
調

達
源

泉
で

あ
る

負
債

・
資

本
合

計
の

う
ち

、
他

人
資

本
(
借

入
資

本
金

＋
固

定
負

債
)

2
.
固

定
負

債
構

成
比

率
／

2
.
6

3
.
5

3
.
8

2
6
.
7

3
0
.
3

の
占

め
る

割
合

を
示

す
比

率
で

あ
る

。
自

己
資

本
構

成
比

率
と

は
逆

の
概

念
で

あ
る

。

負
債

資
本

合
計

可
児

市
で

は
企

業
債

残
高

が
減

少
し

て
い

る
た

め
、

比
率

は
低

下
傾

向
に

あ
る

。

自
己

資
本

金
＋

剰
余

金
可

児
市

は
借

入
資

本
金

が
少

な
く

資
本

剰
余

金
(
主

に
工

事
負

担
金

)
が

多
い

た
め

、
固

定
負

債

3
.
自

己
資

本
構

成
比

率
／

9
5
.
6

9
4
.
6

9
4
.
0

7
1
.
3

6
7
.
9

構
成

比
率

が
少

で
、

自
己

資
本

構
成

比
率

が
大

と
な

っ
て

い
る

。

負
債

資
本

合
計

固
定

資
産

固
定

資
産

の
う

ち
自

己
資

本
と

長
期

借
入

金
(
借

入
資

本
金

＋
固

定
負

債
)
に

よ
っ

て
調

達
さ

れ

／
9
0
.
3

9
2
.
3

9
3
.
7

8
9
.
9

9
2
.
3

て
い

る
割

合
を

示
す

比
率

で
あ

る
。

1
0
0
％

以
下

で
あ

り
、

か
つ

低
い

こ
と

が
望

ま
し

い
。

資
本

金
＋

剰
余

金
＋

固
定

負
債

流
動

資
産

の
減

少
に

よ
り

固
定

資
産

に
対

す
る

比
率

は
上

昇
し

て
い

る
。

固
定

資
産

固
定

資
産

の
う

ち
自

己
資

本
(
自

己
資

本
金

＋
剰

余
金

)
で

調
達

さ
れ

て
い

る
割

合
を

示
す

比
率

5
.
固

定
比

率
／

9
2
.
8

9
5
.
6

9
7
.
5

1
2
3
.
5

1
3
3
.
6

で
あ

る
。

低
い

方
が

望
ま

し
い

。

自
己

資
本

金
＋

剰
余

金
流

動
資

産
の

減
少

に
よ

り
固

定
資

産
に

対
す

る
比

率
は

上
昇

し
て

い
る

。

流
動

負
債

に
対

し
て

こ
れ

に
見

合
う

流
動

資
産

を
ど

れ
だ

け
有

し
て

い
る

か
、

つ
ま

り
短

期
債

務

構 成 比 率

項
目

算
式

可
児

市
備

考

財

4
.
固

定
資

産
対

長
期

資
本

比
率

経
営

分
析

表

流
動

負
債

に
対

し
て

こ
れ

に
見

合
う

流
動

資
産

を
ど

れ
だ

け
有

し
て

い
る

か
、

つ
ま

り
短

期
債

務

6
.
流

動
比

率
流

動
資

産
／

流
動

負
債

6
5
2
.
0

4
9
5
.
1

3
7
2
.
5

6
0
8
.
2

5
2
5
.
2

に
対

す
る

支
払

能
力

を
示

す
比

率
で

あ
る

。
2
0
0
％

以
上

が
望

ま
し

い
。

現
金

預
金

＋
未

収
金

流
動

比
率

の
補

助
比

率
で

あ
り

、
流

動
資

産
の

う
ち

現
金

預
金

、
換

金
性

の
高

い
未

収
金

を

7
.
当

座
比

率
／

5
7
4
.
6

3
8
5
.
0

2
9
6
.
9

5
4
4
.
4

4
4
5
.
9

有
し

て
い

る
か

を
示

す
比

率
で

あ
る

。
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

流
動

負
債

流
動

負
債

に
対

す
る

現
金

預
金

の
割

合
を

示
す

比
率

で
あ

る
。

高
い

方
が

望
ま

し
い

。

8
.
現

金
比

率
現

金
預

金
／

流
動

負
債

5
2
9
.
0

3
4
1
.
0

2
5
9
.
8

4
6
9
.
7

3
8
4
.
3

流
動

資
産

が
減

少
し

比
率

が
大

き
く

低
下

し
て

い
る

。

総
収

益
と

総
費

用
を

対
比

さ
せ

た
も

の
で

、
1
0
0
％

以
上

の
場

合
が

黒
字

決
算

で
あ

る
。

9
.
総

収
支

比
率

総
収

益
／

総
費

用
1
0
3
.
7

1
0
2
.
0

9
6
.
8

1
0
7
.
6

1
0
7
.
4

総
収

益
、

総
費

用
か

ら
特

別
利

益
、

特
別

損
失

を
そ

れ
ぞ

れ
除

い
た

も
の

を
対

比
し

た
も

の
で

1
0
.
経

常
収

支
比

率
経

常
収

益
／

経
常

費
用

9
4
.
0

9
8
.
1

9
3
.
6

1
0
7
.
7

1
0
8
.
1

あ
り

、
経

営
成

績
を

示
し

て
い

る
。

1
0
0
％

以
上

で
か

つ
高

い
ほ

ど
良

い
。

※
１

参
照

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
業

務
活

動
の

能
率

を
示

す
も

の
で

、
営

業
活

動
の

成
否

が
判

断
さ

れ
る

。
1
0
0
％

以
上

で
か

つ

1
1
.
営

業
収

支
比

率
／

9
4
.
6

9
6
.
3

9
4
.
5

1
1
3
.
1

1
1
4
.
0

高
い

ほ
ど

よ
い

。

営
業

費
用

－
受

託
工

事
費

用

財 務 比 率 収 益 比 率
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2
3
年
度

2
3
年

度

2
4
年
度

2
3
年
度

2
2
年

度
同

規
模

平
均

全
国

平
均

項
目

算
式

可
児

市
備

考

借
入

（
可

児
市

の
場

合
は

企
業

債
）

に
対

す
る

支
払

利
息

の
割

合
を

示
す

比
率

で
あ

る
。

1
2
.
利

子
負

担
率

支
払

利
息

／
借

入
資

本
金

5
.
0

5
.
0

4
.
9

2
.
6

2
.
6

可
児

市
で

は
借

り
入

れ
た

企
業

債
残

高
が

減
少

し
て

い
る

た
め

数
値

が
高

く
な

っ
て

い
る

。

企
業

債
償

還
元

金
企

業
債

償
還

元
金

と
そ

の
主

要
償

還
財

源
で

あ
る

減
価

償
却

額
を

比
較

し
た

比
率

で
あ
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昭和33年 昭和52年 大萱飲料水供給事業の開始（着工：７月25日）

計画給水人口 82人 １日最大給水量 16.4㎥

水源 中日向溜池へ流入する谷川の表流水 16.4㎥

浄水方法 緩速濾過方式

昭和60年 第８次拡張事業（目標年度：平成９年度）

昭和35年 計画給水人口 105,600人 １日最大給水量 43,940㎥

水源 木曽川表流水（川合） 32,140㎥

県営可茂上水道用水供給施設からの受水 11,800㎥

昭和37年 昭和62年 大萱飲料水供給事業の変更（水源変更）

計画給水人口 90人 １日最大給水量 25㎥

昭和38年 水源 井戸水（久々利大萱） 25㎥

浄水方法 急速濾過方式

昭和63年 県営可茂上水道用水供給施設からの受水開始（10月１日）

給水区域の拡張 羽崎、二野、大森、中恵土、瀬田、柿田、渕之上、

平貝戸、石森、石井、川合、矢戸、菅刈、西帷子

平成３年 第８次拡張事業第１期変更（目標年度：平成15年度）

昭和39年 水源 県営可茂上水道用水供給施設からの全量受水に変更

県営可茂上水道事務所山之上浄水場からの受水 11,800㎥

県営可茂上水道事務所川合浄水場からの受水 32,140㎥

平成３年 県営可茂上水道用水供給施設からの全量受水を開始（４月１日）

川合浄水場から供給を開始（昭和37年２月１日）

上水道事業（昭和33年12月26日創設認可）

計画給水人口 12,000人 １日最大給水量 1,800㎥

水源 井戸水（今渡 1,800㎥・・・※取水は実現せず）

浄水方法 塩素滅菌のみ

給水区域 広見、今渡、下恵土、土田、坂戸、塩、東帷子

第１次拡張事業

計画給水人口 16,000人 １日最大給水量 3,200㎥

水源 井戸水（川合） 3,200㎥

第２次拡張事業

計画給水人口 16,000人 １日最大給水量 3,200㎥

水源 井戸水（川合） 3,200㎥

浄水方法 緩速濾過方式を追加

第３次拡張事業

計画給水人口 16,000人 １日最大給水量 3,200㎥

水源 木曽川表流水（川合） 2,000㎥

井戸水（川合） 1,200㎥

浄水方法 急速濾過方式に変更

沿 革

平成３年 県営可茂上水道用水供給施設からの全量受水を開始（４月１日）

平成４年 大平簡易水道事業の供給開始（５月１日）

昭和41年 計画給水人口 170人 １日最大給水量 51㎥

水源 井戸水（久々利大平） 51㎥

浄水方法 急速濾過方式

平成９年 第９次拡張事業（目標年度：平成22年度）

計画給水人口 112,500人 １日最大給水量 57,000㎥

昭和45年 水源 県営可茂上水道用水 57,000㎥

平成17年 兼山町と合併（平成17年５月１日）

兼山町簡易水道譲り受け（平成17年５月１日県届出）

計画給水人口 2,235人 １日最大給水量 975㎥

水源 県営可茂上水道用水供給施設からの受水 975㎥

昭和46年 第６次拡張事業（川合浄水場建設）・・・現在、県浄水場

平成18年 可児市上水事業へ兼山簡易水道譲り受け

（平成18年３月16日厚生労働省届出）

給水区域の拡張 柿下、久々利柿下入会、今、塩河、室原、長洞 計画給水人口 114,735人 １日最大給水量 57,975㎥

水源 県営可茂上水道用水供給施設からの受水 57,975㎥

昭和47年

平成25年 大平簡易水道事業を上水道事業へ統合（平成25年4月1日）

昭和50年 計画給水人口 170人 １日最大給水量 51㎥

大萱飲料水供給事業を上水道事業へ統合（平成25年4月1日）

計画給水人口 90人 １日最大給水量 25㎥

給水区域の拡張 下切、谷迫間

浄水方法 急速濾過方式に変更

萱場工業保有水の暫定取水（土田） 1,200㎥

第４次拡張事業

計画給水人口 16,000人 １日最大給水量 3,200㎥

水源 木曽川表流水（川合） 2,000㎥

井戸水（川合） 1,200㎥

給水区域の拡張 久々利

第５次拡張事業

計画給水人口 16,000人 １日最大給水量 4,400㎥

水源 木曽川表流水（川合） 2,000㎥

井戸水（川合） 1,200㎥

第７次拡張事業（目標年度：昭和58年度）

計画給水人口 55,800人 １日最大給水量 30,000㎥

水源 木曽川表流水（川合） 30,000㎥

計画給水人口 26,700人 １日最大給水量 10,000㎥

水源 木曽川表流水（川合） 10,000㎥

浄水場から供給を開始（昭和47年７月３日）
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